
資料３

No
素
案

ペ
ージ 施策別 要　旨 区の対応 区の考え方

1 - 計画全体
重層的支援体制整備事業に取
り組む予定はあるか。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　重層的支援体制整備事業につい
ては、現時点で区として行う予定は
ありません。区では基幹相談支援セ
ンターを中心として、関連する部署と
連携し、専門的な相談、総合的な相
談支援を実施していきます。
　

2 - 計画全体
説明会の開催にあたり、情報提
供の面で視覚障害者のための
合理的配慮をお願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　情報提供の面で視覚障害者への
合理的配慮の提供を実施していき
ます。

3 - 計画全体

視覚障害者に向けた施策や計
画内容が薄い。もう少し視覚障
害者にもわかりやすくしてほし
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　視覚障害者に向けた施策や計画
内容については、主に個別施策㉗
コミュニケーション支援・移動支援の
充実、個別施策㊳　多様な手法によ
る情報提供の充実、個別施策㊴　ユ
ニバーサルデザインを基本としたま
ちづくりの促進に、記載しています。
視覚障害者にもわかりやすい計画と
なるよう努めていきます。

4 - 計画全体

パブリックコメントについて、聴
覚障害者でFAXを持っていない
人もいるため、ホームページか
ら提出できるか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区のホームページに区民意見シス
テムがありパブリック・コメントへの
意見を提出できます。

5 59 個別施策②
訪問入浴（巡回入浴）の提供体
制の充実をお願いしたい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　利用者の意見・要望や他自治体
の状況などを踏まえ、今後も提供体
制の充実に向け、適正な利用回数
についての調査・研究を継続してい
きます。

6 59 個別施策②
社会福祉協議会で実施している
見守り支援の内容について知り
たい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　地域で高齢者の方が安心して暮ら
して続けられるよう、75歳以上の一
人暮らし又は75歳以上の高齢者の
みの世帯の方を対象に、地域見守
り協力員が定期的にご自宅を訪問
し、生活の見守りを行っています。
利用申請窓口は、新宿区社会福祉
協議会となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　障害者団体等説明会意見要旨及び区の対応（案）
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7 59 個別施策② 見守りのDX化が必要である。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害者福祉を含む福祉・介護の業
界全体で、人材不足が継続してお
り、人材の確保や育成・定着は重要
課題になっています。DX（デジタルト
ランスフォーメーション）の推進によ
り、障害者を支援する事務量を軽減
し、その余力を直接的な支援に振り
替えるなどの対応が考えられます。
今後もこうした事例等を参考にして
いきます。

8 59 個別施策②
おむつ代の負担軽減をお願いし
たい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　昨今の物価高騰の影響を踏まえ、
今後も助成対象者を取り巻く環境が
厳しいものとなることが予想されたこ
とから、令和6年1月より、助成限度
額を10,000円に引き上げます。

9 66 個別施策④

区立あゆみの家等の区立の障
害者施設について、改修と建て
替えはどのような基準で決まる
のか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区立障害者福祉センターとあゆみ
の家については、改修等を行いなが
ら当面は現施設の利用を継続する
予定です。
　新宿生活実習所については、施設
前面の外苑東通り拡幅事業に伴い
一部の施設内事業への影響が避け
られなかったこと、また施設面の課
題の解決や生活実習所の定員拡充
の必要性等を踏まえ、現行施設の
改修でなく建替えの判断を行ったも
のです。

10 66 個別施策④
区立あゆみの家の建て替えの
予定や排水管関係のメンテナン
ス状況についてうかがいたい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　現時点であゆみの家の建替えの
計画はありません。しかし毎年度、
定期点検の際には外観で確認でき
る配管の状況について確認を行っ
ているほか、施設職員から日常的な
水のにごり等を聞き取る中で、可能
な限り配管の状況の把握に努めて
います。また、中長期修繕計画に基
づく設備改修工事の際には付随ず
る配水管について点検し必要であ
れば交換等、管理を行っています。

11 68 個別施策⑤
障害児を育てる家族の金銭的な
負担軽減について、国手当の所
得制限の撤廃ができないか。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　この手当は国の法律で定められた
手当であり、今後も国の動向を注視
していきます。
　なお、所得による支給制限を行う
こととしているのは、制度の全てを
公費で賄う福祉措置であるため、か
なりの所得を有する者までその対象
とすることは問題があること、年金
制度等についても同様の趣旨から
所得制限が行われていることを考慮
したものです。
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12 70 個別施策⑦
サービスを担う人材の確保・育
成について、どのようなことを考
えているのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　新しく人材を入れるだけでなく、現
在就労している方に定着してもらう
ことも大切な視点であり、利用者とし
ても人材の安定は重要だと思いま
す。働きやすい労働環境が整備でき
るよう指導や研修を実施していきま
す。

13 74 個別施策⑨

地域生活支援拠点における中
落合一丁目区有地を活用した障
害者施設の機能について教えて
いただきたい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　中落合一丁目に整備される施設
における相談支援事業では365日24
時間の相談体制を確保し、区役所
の営業時間外において、同施設の
短期入所に限らず緊急時の短期入
所受付や利用調整を行う予定です。

14 86 個別施策⑮
放課後等デイサービスの利用に
ついて、夏季休暇中等の利用時
間の延長ができればよい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　サービス事業所ごとに開所時間を
決めております。ご利用のサービス
事業所にご相談ください。

15 86 個別施策⑮

障害のある子を育てながらも当
たり前に働き続けられる保護者
の就労支援として、新宿養護学
校内の放課後子どもひろばの提
供をご検討いただきたい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　区の放課後子どもひろばは、学校
の余裕教室等を活用して、スタッフ
の支援のもと、子どもたちが自由に
集い自主的に活動する遊び場と体
験プログラムの提供を行う事業で
す。
　児童を預かることは、学童クラブで
行っています。学校や教育委員会に
ご協力頂いて、学校内学童クラブを
実施している小学校もあります。
　今後も、学童クラブの定員拡充を
行っていきます。

16 90 個別施策⑱
障害者福祉センターの改修工事
について、新たな計画の期間内
に行う工事はどのようなものか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区立障害者福祉センターにおいて
現在実施している改修工事は、多機
能型事業所の生活介護の定員拡充
及び利用者の環境整備を目的とし
ており、個別施策⑱の「学校教育修
了後の進路の確保」に沿った施策
の実施という意味で、本項目に挙げ
たところです。
　なお、現時点において区立障害者
福祉センターの建替えは計画されて
いません。
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17 90 個別施策⑱
学校から直接就労した場合の支
援は何があるか。

F質問に回答する
　ご質問に回答します。
　勤労者仕事支援センターにご相談
ください。

18 91 個別施策⑲

障害者福祉センターの生活介護
における重度障害者への給食
の提供体制の改善をお願いした
い。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　障害者福祉センター内の事業所
利用者が利用している給食につい
ては、給食業者との委託契約で実
施しているものです。食材の加工等
は契約内容に関わる事項ですが、
必要に応じ受託事業者と調整してい
きます。

19 91 個別施策⑲
障害者福祉センターの給食の内
容の変更は可能か。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　障害者福祉センター内の事業所
利用者が利用している給食につい
ては、給食業者との委託契約で実
施しているものです。食材の加工等
は契約内容に関わる事項ですが、
必要に応じ受託事業者と調整してい
きます。

20 93 個別施策⑳

払方町国有地、中落合一丁目
グループホーム整備の進捗状
況と建設業者が決まらなかった
場合の対応について教えてほし
い。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　現在、払方町国有地及び中落合
一丁目区有地の整備については、
それぞれ工事事業者の選定を行っ
ているところです。昨今の建築業界
における資材高騰や人手不足によ
り業者選定自体が難しい状況です
が、各整備事業者が適切な工事事
業者を選定できるよう区でも必要な
支援を行っていきます。

21 93 個別施策⑳
払方町国有地、中落合一丁目
グループホームの対象となる障
害種別は。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　払方町国有地に整備予定のグ
ループホーム利用者の主な障害種
別は知的障害で、中落合一丁目区
有地については、知的障害及び一
部ユニットは肢体不自由を対象とす
るグループホームになります。想定
する障害支援区分及び重複障害の
受入れの可否等の詳細な条件につ
いては、当事者等のご意見を踏まえ
各整備事業者と協議を行っていま
す。

22 93 個別施策⑳
中落合の施設の今の状況はど
うなっているか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　現在、工事事業者を選定している
段階です。当初の工事着工予定か
らは遅れていますが、今後も整備事
業者と定期的な連絡調整を行いな
がら着実に施設開設に向け支援を
行っていきます。
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23 93 個別施策⑳

中落合一丁目区有地を活用した
障害者施設の整備について、地
元住民との協議の結果はどう
なったのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
区では令和3年から5年にかけ、中
落合一丁目区有地における整備施
設の事業説明や整備事業者公募、
また整備事業者決定後の建築計画
等、数度にわたって説明や意見交
換を行ってきました。この説明や意
見交換を通じ、地域住民の方の多く
に地域に開かれた障害者施設とい
う本整備のコンセプトをご理解いた
だけたと考えています。

24 93 個別施策⑳

中落合一丁目区有地を活用した
障害者施設の整備について、障
害者の安全を確保したつくりとな
るようお願いしたい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　地域交流棟は本体施設とは別棟
の建物であり、地域に開かれた施設
として近隣住民等、施設外の方も営
業時間中に随意に利用できる施設
になります。本体施設については、
利用者のみの入館を想定しており、
利用者が安全安心に過ごすことが
できるよう適切に施設管理を行って
いきます。

25 93 個別施策⑳
中落合一丁目区有地を活用した
障害者施設の整備について、収
容人数はどのくらいか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　中落合一丁目グループホームの
定員は17人（知的障害者14人、肢
体不自由者5人）、生活介護事業の
定員は20人です。

26 93 個別施策⑳

中落合一丁目区有地を活用した
障害者施設の整備について、利
用希望者はどのくらいいるの
か。また、入居できるのは区民
だけか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　入居者の応募前であり、将来的・
潜在的な入居希望数は把握してい
ません。なお、現時点で入居者につ
いては原則として新宿区民になる予
定です。

27 93 個別施策⑳
視覚障害者とグループホームに
どのような関係があるのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　現時点で予定されている公有地を
活用したグループホームの整備に
ついて、利用対象者を視覚障害者と
しているものはありませんが、今後、
社会福祉法人等によるグループ
ホームの整備について新規グルー
プホーム整備や開設の相談があっ
た際には、視覚障害者のニーズを
伝えていきます。

28 93 個別施策⑳

地域移行や一般就労への移行
は視覚障害者に関係が薄い。今
後整備される予定のグループ
ホームは視覚障害者が希望す
るような施設になるのか。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　払方町国有地に整備予定のグ
ループホーム利用者の主な障害種
別は知的障害で、中落合一丁目区
有地については、知的障害及び一
部ユニットは肢体不自由を対象とす
るグループホームになります。なお、
現時点で早稲田南町のグループ
ホームについて、対象とする障害種
別等は決まっていませんが、ご意見
として伺います。今後、社会福祉法
人等によるグループホームの整備
について新規グループホーム整備
や開設の相談があった際には、視
覚障害者のニーズを伝えていきま
す。
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29 93 個別施策⑳
視覚障害者向けの入所施設の
整備をお願いしたい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　現時点で早稲田南町のグループ
ホームについて、対象とする障害種
別等は決まっていませんが、ご意見
として伺います。

30 93 個別施策⑳
払方町と中落合のグループホー
ムには聴覚障害者も入ることが
できるのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　払方町国有地のグループホーム
については利用者の主な障害種別
を知的障害とし、中落合一丁目区有
地のグループホームは主な障害種
別を知的障害及び一部、肢体不自
由者を対象とするグループホームに
なるため、主な障害種別が聴覚障
害となる方については対象とはなり
ません。
　今後、社会福祉法人等によるグ
ループホームの整備について新規
グループホーム整備や開設の相談
があった際には、聴覚障害者のニー
ズを伝えていきます。

31 65 個別施策④

18歳以降の暮らしの支援体制を
整えるとともに、安心して子ども
を産み育てられる社会にしてい
く必要がある。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　１８歳以降のサービス利用がス
ムーズに行えますよう、今後とも進
路対策連絡会での進路決定や、相
談支援事業所との連携強化を行っ
てまいります。
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32 93 個別施策⑳

中落合一丁目区有地を活用した
障害者施設の相談支援が対象
とする障害種別は決まっている
のか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　中落合一丁目区有地の障害者施
設における相談支援の障害種別は
特に定めていません。本施設の相
談支援事業は特定の障害種別を対
象とするのでなく、地域生活支援拠
点の面的な一部として整備します。

33 93 個別施策⑳
新宿生活実習所の新施設につ
いて、スペースは狭くなるのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　新宿生活実習所の建替え後の新
施設では、短期入所の定員が1人
増、生活介護の定員が50人から65
人に増となりますが、利用者一人あ
たりの面積は建て替え前の施設と
同程度になる予定です。新施設移
転後も利用者にとって過ごしやすい
環境となるよう施設運用に努めてい
きます。

34 93 個別施策⑳

グループホームへの入居に関す
る相談について、相談支援専門
員から紹介される施設の情報は
区役所が把握している情報なの
か。

F質問に回答する

　ご意見に回答します。
　相談支援専門員に対しては空き情
報の提供などを行っております。支
給決定には区への申請も必要となり
ますので、区も把握しています。

35 93 個別施策⑳
株式会社惠について、区で運営
状況を調べることはしているの
か。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　株式会社恵に関しては、東京都等
への情報提供を適切に行っておりま
す。
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36 93 個別施策⑳
グループホームの申込み方法
について教えてほしい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　相談支援専門員がプランに位置
付ける必要がありますので、相談支
援専門員に障害福祉サービスの利
用希望についてはお伝えください。
なお、支援係地区担当職員にお伝
えいただいても結構です。

37 93 個別施策⑳
特定のグループホームに入居し
たい場合の申し込み方法を教え
てほしい。

F質問に回答する
　ご質問に回答します。
　その障害福祉サービス事業所に
直接お問い合わせください。

38 96 個別施策㉑
入所施設等への入所希望があ
る場合、事前にどこに相談して
おくとスムーズに入所できるか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　シャロームみなみ風の空き募集に
関しては、区として把握している東
京都入所調整施設待機者名簿に記
載されている障害者及び、区内生活
介護利用者の計画相談を担当して
いる相談支援事業所に適切に情報
提供を行っております。
　民間障害福祉サービス事業所の
利用者の募集に関しましては、事業
所が行うため、区として公募は行っ
ておりません。空き床の募集情報は
基幹相談支援センターをはじめ、区
内相談支援事業所に来ますので、
契約している相談支援専門員に入
所希望をお伝えください。
　また区内施設の新規開設の際は、
広報等で募集情報をお知らせいたし
ます。

39 96 個別施策㉑
入所施設の空き状況を、区は把
握しているか。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区に募集情報が入れば空き床の
把握はしています。また、関係する
相談支援事業所にも共有していま
す。東京都の入所調整施設待機者
名簿への記載を希望する方は、1年
以内に入所を希望する方に限りま
す。

40 96 個別施策㉑
区内入所施設へは区民の入所
を優先させていただきたい。 E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　シャロームみなみ風は民設民営の
障害者支援施設ですので、入所者
の選定は当該施設が実施します。
補助金の交付要件として新宿区民
が9割以上と条件を課しております
ので、区民優先でご検討いただいて
おります。
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ペ
ージ 施策別 要　旨 区の対応 区の考え方

41 100 個別施策㉔
ICTを活用した障害者の就労に
ついて期待したい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　ＩＣＴの技術が進む中、通勤が困難
な障害者にとっても、パソコンやイン
ターネット等を活用して在宅で勤務
するという機会が増えてきていま
す。特に分身ロボットを活用し、全身
性障害者へ就労の機会を提供する
など、障害者の能力に応じた就労形
態について、今後も注視していきま
す。

42 100 個別施策㉔
1つの就労移行支援事業所でう
まくいかなかった場合、同じ事業
所には通えないのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　就労移行支援事業所には利用回
数に制限はありませんので、直接利
用希望の施設にお問い合わせくださ
い。

43 100 個別施策㉔
新宿内に就労移行支援事業所
は何か所あるのか。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　令和5年7月における区内事業所
は２２事業所ありますが、対象として
いる障害の種別がそれぞれ異なり
ます。また新宿区外の事業所も利用
することができます。

44 100 個別施策㉔
勤労者・仕事支援センターのマ
ンパワーを拡充する予定はある
のか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　現時点では勤労者・仕事支援セン
ターの人員を拡充する予定はござい
ませんが、社会環境等の変化に対
応していくため、効果的・効率的に
事業を実施できるよう各事業のあり
方や実施方法について検証および
見直しを行ってまいります。

45 104 個別施策㉖
就労移行支援事業所の定着支
援が終わった後は新宿区の就
労支援に戻ってもよいのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　就労移行や就労定着支援等の総
合支援法によるサービス終了後に、
さらに支援を必要とされる場合に
は、勤労者仕事支援センターにご相
談ください。

9



No
素
案

ペ
ージ 施策別 要　旨 区の対応 区の考え方

46 106 個別施策㉗
ホームページを確認することが
難しい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

47 106 個別施策㉗
オンライン講座の活用をお願い
したい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう支
援していきます。

48 106 個別施策㉗
パソコン・スマートフォン等の講
習会の充実をお願いしたい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

49 106 個別施策㉗
遠隔手話通訳のタブレットの使
用方法の周知をお願いしたい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区役所内で遠隔手話通訳のタブ
レットが円滑に利用できるよう、利用
ガイドの周知を定期的に行ってまい
ります。

50 106 個別施策㉗
手話を言語として使える仕組み
づくりをお願いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　いただいたご意見も参考にしなが
ら、ろう聴覚障害の方が安心した生
活ができるよう区立施設の運営に努
めていきます。
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ペ
ージ 施策別 要　旨 区の対応 区の考え方

51 106 個別施策㉗
フリーWi-Fiの環境i整備をお願
いしたい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　区立障害者福祉センターに設置予
定のフリーWifiについては、団体の
所属の有無に関わらず使えるもの
を予定しています。

52 106 個別施策㉗
社会福祉協議会の交流コー
ナーへのWi-Fi整備をお願いした
い。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　視覚障害者交流コーナー・視覚障
害者交流コーナーで実施する講座
の開催時はポケットWi-Fiで対応して
いおり、フリーWi-Fiは使用できませ
んが、今後の環境整備について検
討していきます。

53 109 個別施策㉘
視線入力によるゲームなど、障
害特性に合わせた娯楽の提供
があれば良い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　簡易的な用具であれば日常生活
用具等給付事業の情報通信支援機
器（パソコン周辺機器）での給付対
象となります。判定を要する補装具
費給付事業の重度意思伝達装置で
も検討が可能です。

54 117 個別施策㉜

消費者被害の防止に向けて、消
費生活地域協議会の活用等、も
う少し障害者を守ろうという姿勢
を見せてほしい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区では、関係所属のほか、外部の
相談機関や事業者とともに、悪質商
法の被害に遭いやすい障害者や高
齢者の被害の早期発見と通報のた
めのネットワークを構築しています。
今後は、障害者の方を悪質商法被
害から守るため、障害者の支援団
体やサービス事業者にネットワーク
への参加を促してまいります。

55 119 個別施策㉝

計画に記載されている「協議会」
の表記について、わかりにくい
ので正式名称で表記してはどう
か。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　119ページ、127ページの「協議会」
は、区主催の協議会を一般的に指
しています。
　163ページの「協議会」の表記は、
国の基本指針の考え方をそのまま
記載しています。
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ペ
ージ 施策別 要　旨 区の対応 区の考え方

56 127 個別施策㊳

各種手続きにおける合理的配慮
や情報アクセシビリティの向上、
スマートフォン・タブレット等の利
用支援をお願いしたい。

B意見の趣旨は、素案の方向性と同
じ

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　令和４年に施行された「障害者に
よる情報の取得及び利用並びに意
思疎通に係る施策の推進に関する
法律」に基づく国の動きを注視しな
がら、視覚障害者、聴覚障害者交流
コーナーで講座を開催するなどデジ
タル社会の利便を享受できるよう状
況に応じた支援を実施していきま
す。

57 127 個別施策㊳
中途失聴の聴覚障害者への合
理的配慮をお願いしたい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　聴覚障害者のための意思疎通支
援事業では、手話通訳者及び要約
筆記者の派遣を行っています。ま
た、区役所においては手話通訳者
を週2回配置するほか、窓口用タブ
レット端末や来庁者のスマートフォン
等を利用した遠隔手話通訳等サー
ビスを提供することで、区役所での
手続きの利便性向上に努めていま
す。

58 130 個別施策㊴
高田馬場駅の点字ブロックがは
がれている箇所について、区か
ら鉄道会社へ伝えてほしい。

E意見として伺う
　ご意見として伺います。
　鉄道会社に、高田馬場駅の点字ブ
ロックの補修をお願いしました。

59 130 個別施策㊴
多目的トイレの開閉ボタンの位
置をわかりやすくしてほしい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　新宿区ユニバーサルデザインまち
づくり条例に基づき、条例の対象と
なる建築物については、車椅子使
用者用便房の開閉ボタンは車椅子
使用者が近接しやすい位置に設け
るよう指導しています。また、車椅子
使用者用便房内の非常ボタンにつ
いては、他のボタンと識別できる仕
様にするようお願いしています。
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60 130 個別施策㊴
音響信号の設置箇所や稼働時
間の拡大をお願いしたい。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　ご意見は交通管理者に伝えるとと
もに音響式信号機の整備推進や、
スマートフォンのアプリに連動して作
動する音響式信号機の導入など、
関係機関と連携していきます。

61 130 個別施策㊴
音響信号は少しずつでもよいの
で交差点の両側に設置してほし
い。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　ご意見は交通管理者に伝えるとと
もに音響式信号機の整備推進な
ど、関係機関と連携していきます。

62 130 個別施策㊴
音響信号の増設をお願いした
い。 D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　ご意見は交通管理者に伝えるとと
もに音響式信号機の整備推進な
ど、関係機関と連携していきます。

63 134 個別施策㊶
障害別の災害時支援体制が考
えられているかどうか。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区では、各種障害者支援団体や
ボランティア団体と連携し、情報提
供など要配慮者への支援を行って
いきます。
　また、社会福祉協議会と連携し、
災害ボランティアセンター等を設置
し、ボランティアの受入れを行いま
す。
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64 134 個別施策㊶
在宅避難の考え方や取り組み
の状況について教えてほしい。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区では、避難所での三密（密閉・密
集・密接）を避けるため、また、避難
所での環境変化による避難者の体
調悪化を防ぐため、在宅避難や縁
故避難などの分散避難を推進して
います。
　また、在宅避難者に対しても避難
所生活者と同量の食料を備蓄する
とともに、在宅避難継続のためのマ
ンション居住者への支援も行いま
す。

65 134 個別施策㊶
災害時における安否確認の想
定についてうかがいたい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区では、区と福祉関連事業者の災
害時における協力体制に関する協
定を整備し、災害が発生した際に事
業者に対して、施設を利用する利用
者を中心に、安否の確認、状況に応
じた支援の提供、区等への救助の
要請等を行うことを求め、区はそれ
に要した費用を負担するなど事業者
の活動を総合的に支援していくこと
としています。

66 134 個別施策㊶
災害時における医療機関と連携
した常備薬の確保をお願いした
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　「災害医療コーディネーター」や「災
害薬事コーディネーター」を指定し、
災害医療救護支援センター、災害
薬事センターにおいて、医療救護所
や避難所での医療ニーズを把握し、
医薬品の調達・配分などの調整を行
います。

67 134 個別施策㊶
災害時における視覚障害者の
避難誘導等について、民生委員
の活用を図ってほしい。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　災害時は、まずは民生委員自身と
家族の安全確保を最優先としていま
す。
　その後、無理はせず出来る範囲
で、災害時要援護者名簿等に登録
された方の安否確認等を行います。
　そのため、避難誘導等を行うこと
は難しいと考えています。

68 134 個別施策㊶
災害時における民生委員の対
応についてどのようにお考え
か。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　災害時は、まずは民生委員自身と
家族の安全確保を最優先としていま
す。
　その後、無理はせず出来る範囲
で、災害時要援護者名簿等に登録
された方の安否確認等を行います。
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69 134 個別施策㊶
災害時に安心して尊厳のある避
難生活を送るための支援をお願
いしたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　大規模災害時の在宅避難者への
支援については、学校避難所が被
災者の生活の場となるとともに、地
域の応急活動拠点となります。学校
避難所では、防災区民組織、民生
委員・児童委員、ボランティアなどの
協力を得ながら、在宅避難者への
物資の供給や情報の伝達を実施し
てまいります。

70 134 個別目標㊶

インクルーシブ教育や災害時の
避難所機能の拡充も見据えた
公立小・中学校のバリアフリー
化や改修工事の予定等も入れ
ていただけるとありがたい。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　障害のある子などを各区立学校で
受け入れるために校舎のバリアフ
リー化を進めていくことについては、
教育委員会でも重要な課題であると
認識していますが、例えばエレベー
ターの設置についても、構造上困難
な状況などもありますので、各校舎
の大規模改修等の機会を捉え、バリ
アフリー化を検討します。

71 134 個別施策㊶
聴覚障害者にも対応した防災無
線の整備をお願いしたい。

A意見の趣旨を計画に反映する

　ご意見を踏まえて、計画素案を修
正します。
　区では、高齢者や障害者などの災
害時要援護者名簿登録者に対し
て、災害情報を確実に伝達するため
の新たなツールとして、令和4年度
に280MHz帯の防災ラジオの無償貸
与を行い、令和5年度から運用を開
始するとともに、聴覚障害者も利用
できるように文字表示機能がある機
器も配備しています。
　素案p.134「防災ラジオの無償貸与
を行っています。」について、「防災
ラジオの無償貸与を行っており、聴
覚障害者も利用できるように文字表
示機能がある機器も配備していま
す。」と変更します。
　防災ラジオの無償貸与について
は、まだ認知度も低いと思われるた
め、引き続き災害時要援護者名簿
の登録者に対し周知してまいりま
す。
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72 146 成果目標

障害児福祉計画・障害福祉計画
の成果目標の設定方法につい
て、全国一律の内容で目標を立
てるものなのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　新宿区の障害児福祉計画・障害
福祉計画の成果目標は国の基本指
針を基に区の状況を踏まえた目標と
しています。

73 152 成果目標5

障害福祉計画の「成果目標５
福祉施設から一般就労への移
行等」の数値の算出根拠を教え
ていただきたい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　目標５の数値目標については、国
の基本指針を踏まえた目標設定とし
ています。移行者数に関する目標数
値については、区の現状を踏まえた
数値で設定しています。

74 156 成果目標１
放課後等デイサービスの充実の
ため、空家や空きスペースを活
用する取り組みはあるか。

D今後の取組の参考とする

　ご意見は、今後の取組の参考とし
ます。
　区内の空き物件情報があれば必
要に応じて情報を開設を希望する事
業者に提供しています。

75 156 成果目標1
子ども総合センターの児童発達
支援センターへの機能拡充につ
いて詳細を教えてほしい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　子ども総合センターの発達支援
コーナー（愛称あいあい）を児童発
達支援事業所から児童発達支援セ
ンターに機能を拡充するという目標
です。具体的には、相談体制の整備
や民間事業所への助言及び支援、
ペアレントメンター事業等の保護者
支援の充実を図っていきます。

76 156 成果目標１
児童発達支援センターで行う事
業の内容について、詳細を教え
てほしい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　子ども総合センターの発達支援
コーナー(愛称あいあい）を児童発達
支援事業所から児童発達支援セン
ターに機能を拡充するという目標で
す。具体的には、相談体制の整備
や民間事業所への助言及び支援、
ペアレントメンター事業等の保護者
支援の充実を図っていきます。ＰＴ、
ＯＴ、ＳＴの個別指導については、児
童発達支援として、これまでどおり、
就学前のお子様を対象として、実施
します。

77 156 成果目標１
児童発達支援センターとまい
ぺーすの連携について、詳細を
教えてほしい。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　子ども総合センターの発達支援
コーナー(愛称あいあい）を児童発達
支援事業所から児童発達支援セン
ターに機能を拡充するという目標で
す。通所については、現在も子ども
総合センター発達支援コーナー(愛
称あいあい）で行っています。3階ま
いぺーすについては、現在と同様に
就学されるお子様の保護者の方
が、直接、ご利用の申請していただ
くことに変更はありません。
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78 156 成果目標１
児童発達支援センターの設置状
況について教えてほしい。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　２３区中半数以上の区に児童発達
支援センターが設置されています。

79 157 成果目標１

重症心身障害児を支援する児
童発達支援及び放課後等デイ
サービス事業所の確保に関する
目標について、現在区内にある
事業所とはどこか。また、目標
が達成できなかった場合どうな
るのか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　重症心身障害児を支援する児童
発達支援及び放課後等デイサービ
ス事業所の確保に関する目標につ
いて、現在区内にある事業所は、
ノーサイド新宿＠Leaf音楽療法セン
ター、ノーサイド新宿ミュージックケ
ア、児童発達支援　放課後等デイ
サービス　はぴねす、新宿区立子ど
も総合センターの４所です。目標を４
か所以上としていますが、今後も重
症心身障害児を支援する児童発達
支援及び放課後等デイサービス事
業所利用の需要に応じ事業所の開
設が促進されるよう支援していきま
す。

80 161 成果目標5
成果目標5の福祉施設から一般
就労への移行について、一般就
労とはどのような意味か。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　令和5年度までに区内の就労支援
事業所等（就労移行支援、就労継
続支援Ａ型・Ｂ型（障害福祉サービ
スで定める、一般就労が困難な障
害者への福祉的就労））における民
間企業などの一般就労者数を年間
26名以上としています。

81 161 成果目標5

福祉施設から一般就労への移
行等について、就労移行支援の
制度が自治体によって違うので
はないか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　障害者総合支援法では就労移行
支援の標準利用期間を2年間と定め
ております。なお、必要がある場合
には3年目の特例延長にも適切に対
応しております。

82 161 成果目標5
「目標５　福祉施設から一般就
労への移行等」の数値は３障害
をあわせた数値か。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　「目標５　福祉施設から一般就労
への移行等」の数値は、身体障害
者、知的障害者、精神障害者を合
わせた数値です。
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83 163 成果目標6

相談支援体制の充実・強化等に
ついて、グループホームや作業
所の職員の専門性向上と本人
や家族に寄り添った相談支援を
お願いしたい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　グループホームや作業所の職員
が専門性を高める場として、地域生
活支援拠点の事業内で、「専門性向
上のための研修」をシャロームみな
み風に委託実施しています。
　また障害福祉サービスの利用は
契約に基づいて決定されますので、
急に施設に移されてしまうことは原
則としてありません。ただし、障害者
虐待防止法による緊急措置として、
障害者本人の生命を守るためにや
むを得ない措置をすることはござい
ます。

84 163 成果目標6

相談支援体制の充実・強化等に
ついて、本人・家族が納得でき
るよう丁寧な説明をお願いした
い。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　相談支援事従事者の役割は今後
も重要視しています。相談支援事業
所連絡会や各種研修事業を通じ
て、スキルアップを図ってまいりま
す。

85 164 成果目標7

障害福祉サービス等の質を向
上させるための取組に係る体制
の構築について、事務負担の軽
減とはどういうことか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　障害福祉サービス等に対する介護
給付費の請求に関する事務につい
ては、事務専従の職員で対応する
事業所がある一方、多くの事業所で
管理者や直接処遇職員によって対
応している状況があります。この点、
障害者自立支援審査支払等システ
ムにおける審査結果等を分析し、介
護給付費請求の返戻事例を集団指
導等の機会を通じ指導や周知を行
うことで、給付費請求時の誤りを未
然に防ぎ、返戻後の過誤申請手続
き等、請求事務処理に係る負担を
可能な限り軽減するという趣旨で
す。

86 173
障害福祉サー
ビスの必要量
見込等

居宅介護のサービス見込量の
算出方法を教えてほしい。 F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　居宅介護の見込量については、過
去の実績に基づいて算出しており、
伸び率を勘案して設定しています。

87 180
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

短期入所の対象となる障害種別
の表について、間違いがあるの
ではないか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　短期入所の対象となる障害につい
ては各事業所が東京都に届け出て
いる内容を基に記載しています。
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88 180
2 障害福祉
サービスの必要
量見込等

グループホームの対象となる障
害種別の表について、間違いが
あるのではないか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　グループホームの対象となる障害
については各事業所が東京都に届
け出ている内容を基に記載していま
す。

89 189
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

今後の自立支援協議会の位置
づけや体制について見直してい
ただきたい。

C意見の趣旨に沿って計画を推進す
る

　ご意見を踏まえて、計画を推進し
ます。
　地域における障害者等への支援
体制に関する課題について自立支
援協議会で有意義な協議が行って
いけるよう、関係機関の有する情報
を共有し、相互間の連携を一層充実
できるための体制の整備について
研究していきます。

90 196
3 地域生活支
援事業の必要
量見込等

身体障害者福祉ホームについ
て、実施か所が３か所のうち、あ
じさいホーム・ひまわりホームの
他にあと１か所はどこか。

F質問に回答する

　ご質問に回答します。
　区内に身体障害者福祉ホームは、
あじさいホーム・ひまわりホームの2
か所のみですが、区民が利用する
身体障害者福祉ホームが区外に1
か所あります。

91 - その他
物価上昇に対応してプレミアム
付き商品券の発行をお願いした
い。

E意見として伺う

　ご意見として伺います。
　令和5年度は、物価高騰下におけ
る地域経済活性化と区民生活の応
援のため、プレミアム付商品券事業
を実施しています。今後も、経済状
況に応じた施策を講じていきます。
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